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１ ホセ・シメオン・カニェス中米大学（ＵＣＡ）による世論調査（大学ＨＰ、報道） 

６月２３日、ホセ・シメオン・カニェス中米大学（ＵＣＡ）世論調査機関は、５月１

５～２６日に１，２７１名を対象に実施したブケレ政権第７年目の評価に関する世論調

査の結果を公表した。 

ブケレ政権（７．９２）、大統領（８．２４）への評価は引き続き高水準を維持してい

る。治安対策への評価が特に高い一方、経済問題は依然として主要課題として挙げられ

た。大統領への信頼は約７割が「信頼」と回答。次期大統領選への再出馬については約

８割が賛成。 

例外措置体制への支持は依然高く（評価８．１２）、約７割が継続を支持する旨回答し

た。国の未来には約８割が希望を抱いており、移民の意思は１３％にとどまる。 

 

２ ２０２７年総選挙：ブケレ大統領の再選に向けた党内選挙への登録等（報道） 

（１）与党・新思想党（ＮＩ） 

 ６月２８日、ハビエル・ザブラー新思想党党首は、ブケレ大統領及びウジョア副大統

領が、次期大統領選挙に向けて党内選挙に登録した旨、ＳＮＳにて明らかにした。ま

た、ドゥラン・サンサルバドル中央市長も再選に向け、カストロ議会議長、カジェハス

第一副議長他、クリスティアン・ゲバラ議員、エリサ・ロサレス議員、デニス・サリー

ナス議員、カレブ・ナバロ議員等、サンサルバドル県選挙区選出の議員も再選に向けて

登録した。 

（２）国民団結党（ＰＣＮ） 

 ６月２８日、ＰＣＮはサンサルバドル県の２，０００人以上の党員を招集し、議会議

員、市長及び市議候補者リスト承認のための党内選挙を実施した。 

 

 

 

 

１ 次期駐エルサルバドル米大使の指名（報道） 

 ６月１日、トランプ大統領は、新たな外交人事の一括指名を発表し、エルサルバドル、

エクアドル、パラグアイ、ブラジルの各国駐在大使候補を指名した。これらの指名は、上

院の承認を必要とする。 

外交 

内政 



 エルサルバドル大使として、フロリダ州の実業家マーク・アブレウ氏が指名された。同

氏は、２０２４年の大統領選挙の際に共和党の資金調達担当の一員として名を連ねていた。 

アブレウ氏は、トロイ・エドガー国家安全保障省次官補に次ぐ、二人目の候補者とな

る。駐エルサルバドル米大使は、２０２５年７月のダンカン大使の離任から空席となっ

ている。 

 

２ デラエスプリエジャ・コロンビア大統領候補に対する祝意（大統領府ＳＮＳ） 

 ６月２１日、エルサルバドル大統領府は、公式Ｘにてデラエスプリエジャ・コロンビア

大統領候補に対する以下の祝意を掲載した。 

 「エルサルバドル政府は、デラエスプリエジャ氏がコロンビア共和国大統領として選出

されたことに祝意を表明する。 

 この新たな段階での成功を祈念し、両国間の友好と協力の絆を強化するという我々の

意思を再確認する。」 

 

３ ベネズエラにおける震災被害に対するブケレ大統領による人道支援の申し出（大統

領ＳＮＳ） 

 ６月２４日、ベネズエラにて発生した震災被害を受け、同日、ブケレ大統領は、連帯

の意と支援を申し出るメッセージを自身のＸに投稿した。同日、ロドリゲス・ベネズエ

ラ大統領代行は、ブケレ大統領のメッセージを引用し、謝意を表明し、支援受け入れを

ベネズエラ外務省に指示した旨投稿した。 

 ６月２５日以降、ブケレ大統領は、飛行機に乗り込む救援部隊及び積み込み準備がさ

れる物資の動画やベネズエラに到着した救援部隊の動画と共に、ベネズエラに対する支

援の状況に関する内容を複数回投稿した。 

 合計で、飛行機６機、救助隊員３００人、装備と物資１５０トンの支援を発表した

（後日、追加支援も実施）。 

 

 

 

 

１ ＩＬＯショートリストからのエルサルバドルの除外（労働省プレスリリース・報道） 

 ６月２日、エルサルバドル労働省は、スイス・ジュネーブにて開催された第１１４回国

際労働会議において、エルサルバドルは個別審査案件リストに掲載されず、所謂「ショー

トリスト」から除外されたとするプレスリリースを発出した。カストロ労働大臣は、同リ

ストからの除外は、対話の強化、労働者の権利の尊重、異なる生産部門間の合意形成にお

けるエルサルバドルの進展が国際的に認められたものであると指摘した。また、この結果

が、国際社会におけるエルサルバドルのイメージを強化し、投資への信頼を高め、同国の

経済及び労働の発展の新たな段階につながると強調した。 

経済 

 

 



 

２ ＵＮＥＳＣＯ「ＡＩ準備度評価報告書」エルサルバドル国別レポートの発表（ＵＮＥ

ＳＣＯ） 

 ＵＮＥＳＣＯは、最新の「ＡＩ準備度評価報告書」国別レポートを発表し、エルサルバ

ドルの取組を中米地域において先駆的であるとして高く評価した。ＡＩ関連法承認及び国

立ＡＩ庁（ＡＮＩＡ）の設立による法的整備、電気・通信インフラは優位にあり、公的セ

クターでのＡＩ導入が進んでいる一方、ＡＩ開発への投資がＧＤＰ比０．１４％に過ぎな

い点、また都市部と農村部のインターネット利用率の格差等が課題として挙げられた。 

 

３ 第９回ＫｉｂｏＣＵＢＥプログラムへのキー・インスティテュートの採択（外務省プ

レスリリース） 

 エルサルバドルのクリエテ理工学研究所（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｏ Ｋｒｉｅｔｅ ｄｅ 

Ｉｎｇｅｎｉｅｒｉａ ｙ Ｃｉｅｎｃｉａｓ：キー・インスティテュート）は、国連宇

宙部（ＵＮＯＯＳＡ）と宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）が共同開発した第９回Ｋｉｂ

ｏＣＵＢＥプログラムに選定された。公募結果は、ＵＮＯＯＳＡ、ＪＡＸＡ、日本政府、

加盟国の代表団が参加した第６９回国連宇宙空間平和利用委員会（ＣＯＰＵＯＳ）のサイ

ドイベントで発表され、１７か国２１機関からの過去最多８０件の応募から、キー・イン

スティテュート及びタイのチュラロンコン大学の２件のみが選ばれた。このプログラムの

一環として、エルサルバドルのチームはＣＡＲＥＹ衛星を開発する。このミッションは、

地球周辺の宇宙環境の研究、宇宙放射線レベルの測定や地球磁場の変化の監視を目的とし

ており、得られた情報は、中米地域に影響を与える宇宙環境に関する科学的知見に寄与し、

宇宙ミッションのあらゆる段階における実践的な経験をエルサルバドルの若手研究者に

提供する。 

 

４ ソブリンＡＩのためのエルサルバドル人合成ペルソナのデータセットの公開（国立Ａ

Ｉ庁ＳＮＳ） 

 ６月３日、エルサルバドル国立ＡＩ庁（ＡＮＩＡ）は、ＮＶＩＤＩＡおよび中南米にお

けるソブリンＡＩのリーダー企業であるＷｉｄｅＬａｂｓ社との協力により、「Ｎｅｍｏ

ｔｒｏｎ－Ｐｅｒｓｏｎａｓ－Ｅｌ－Ｓａｌｖａｄｏｒ」を発表した。これは、エルサル

バドルの公式統計に基づき、エルサルバドル向けに特化して構築された初の公開合成ペル

ソナデータセットであり、個人の実際のデータを使用することなく、ＡＩエージェントの

構築・テストが可能となる。同データセットはＨｕｇｇｉｎｇ Ｆａｃｅ上で公開され、

開発者、大学、スタートアップ企業は、ＣＣ ＢＹ ４．０ライセンス下で無料で利用し、

開発を進めることができる。 

 

５ 乳製品衛生生産促進法改正（報道） 

 ６月１６日、議会は、粉乳から生産された乳製品の販売を可能とする乳製品衛生生産促



進法の改正を承認。同規定は１９６０年から継続しており、中米地域において当該規定が

残っていたのはエルサルバドルのみとなっていた。 

 

６ ＩＤＢグループ「成長するエルサルバドル（Ｅｌ Ｓａｌｖａｄｏｒ Ｃｒｅｃｅ」

プラットフォームの立ち上げ（ＩＤＢ） 

 ６月１７日、米州開発銀行（ＩＤＢ）グループは、エルサルバドル政府とＩＤＢグルー

プが協力し、エルサルバドルの経済成長と民間投資の促進に取り組む「Ｅｌ Ｓａｌｖａ

ｄｏｒ Ｃｒｅｃｅ（成長するエルサルバドル）」プラットフォームの立ち上げを発表し

た。この発表は、「成長するエルサバドル：成長加速のための投資」イベントにおいて実施

され、注力テーマとして、マクロ経済の安定、住宅・都市開発、中小零細企業セクター、

持続可能な観光開発、投資誘致の取組みが挙げられた。 

 

７ エルサルバドル国際空港到着ターミナルの拡張（大統領府ＳＮＳ） 

 ６月２３日、エルサルバドル国際空港の拡張された到着ターミナルが披露された。面積

２４，０００㎡、エルサルバドル港湾空港運営委員会（ＣＥＰＡ）の資金５，０００万ド

ルの投資によるもの。入国管理カウンターでは１人あたり３０秒～１分間で対応し、飛行

機を降りてから空港を出るまでの所要時間３０分以内を目指す。ファミリー・フレンドリ

ー（子ども連れ優先ラインや授乳室等）や麻薬探知犬ロボットを導入、効率性と快適性を

高めて観光客を迎える。 

 

８ ラ・ウニオン港再活性化の進捗（報道） 

 ６月２３日、当地主要各紙は、カント太平洋港湾連合（ＵＰＤＰ）所長によるコメント

を掲載。ラ・ウニオン港の再活性化について、既に２０台の重機が装備されており、今後

２か月以内に２台のクレーンが配備されると述べた。また、現在７．５ｍである最大喫水

制限は、１０．５ｍに拡大予定であると述べた。 

 

９ 首都圏ロープウェイ敷設プロジェクト（ディアリオ・エルサルバドル紙） 

６月３０日、当地主要紙ディアリオ・エルサルバドルは、公共事業省（ＭＯＰＴ）が、

サンサルバドルのディアゴナル・ウニベルシタリア通り沿いで、全２３本で構成される計

画のロープウェイを支える支柱設置を開始した旨報道した。 

本件は首都圏交通の選択肢拡大と渋滞緩和を目的とする１号線であり、メヒカノス地区

と歴史地区の接続改善を図るもので、約２０万人が恩恵を受け、移動時間は約１時間から

約１４分へ短縮見込みである。輸送能力は日量４万人、システムは１００％電動でＣＯ２

排出なし、路線延長は約３．５キロ、駅は４か所（Ｍｅｌｈｅｒ工場付近、エルサルバド

ル大学（ＵＥＳ）前、政府庁舎付近、プリメロ・デ・マヨ病院付近）である。運行用キャ

ビンは１５３基を配備し、需要に応じた増設も可能とする計画である。 

 


